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　広報７月号でお知らせのとおり、特別定額給付金の受付期限は８月１５日（土）までです。
　まだ申請がお済みでない方は期限内に申請しましょう。

特別定額給付金の受付期限は８月１５日（土）まで

新型コロナウイルス感染症　関連情報

　感染者、濃厚接触者、医療従事者等に対する誤解や偏見に基づく差別を行うことは許されません。正確な情報
を入手し、冷静な行動に努めましょう。

不当な差別や偏見をなくしましょう

　東松山保健所（☎２２－０２８０）へ相談してください。

感染者との濃厚接触や渡航歴がある方

　埼玉県新型コロナウイルス感染症県民サポートセンター（☎０５７０－７８３－７７０）へ相談してください。
　２４時間（土日・祝日含む）新型コロナウイルス感染症に関するご相談を受け付けています。

夜間や土日・祝日の相談は

①かかりつけ医に‘電話’で相談
＊かかりつけ医がいない場合は東松山保健所（☎２２−０２８０）に相談

②かかりつけ医等を受診
医師が必要と判断した場合、「発熱外来ＰＣＲセンター」に紹介されます。

③発熱外来ＰＣＲセンターを受診
ＰＣＲ検査を実施

感染者との接触歴や渡航歴のない方

　発熱や呼吸苦など新型コロナウイルス感染症特有の症状がある場合、次の連絡先へ相談してください。

感染したかも？と思ったら

保健所を介さず、直接病院や診療所など地域の医療機
関から感染の疑いのある患者の受け入れ、ＰＣＲ検体の採取を行うなど迅速な対応を可能にする
ため、埼玉県医師会と郡市医師会が連携協力し、埼玉県において設置されたセンターです。
医療機関により所属している郡市医師会が異なります。また、医療機関によっては郡市医師会に
所属していない場合もあるので、受診前に必ず医療機関にご確認ください。

発熱外来ＰＣＲセンターとは
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　町民の皆さんやごみ等を収集している作業員などへの新型コロナウイルス感染拡大を防止するため、次のポイ
ントに注意し、ごみを捨ててください。

　ごみの処理は、町民の皆さんの生活環境を維持し、また、経済を支える上でも必要不可欠なものであることか
ら、これからも安定的にごみの処理をしていく必要があります。
　ごみの減量やリサイクルの推進にご協力よろしくお願いします。

ご家庭でのごみの捨て方

他にも次のポイントを心掛けましょう

ごみ袋はしっかり
縛って封をしましょう

ごみの飛散を防ぎましょう

ごみ袋の空気を
抜きましょう

収集車内での破裂を防止
できます

マスク・
ティッシュは

●直接触れない　●縛って封を
●捨てた後は手洗いを

生ごみは水切りを
しましょう

ごみの量を減らしましょう

分別・収集ルールを
守りましょう

ごみ・資源分別収集カレンダーや
ホームページをよく確認しましょう

ごみの減量を
心掛けましょう

食品ロスを減らしましょう
食品ロスポータルサイト 検索


